
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

は
じ
め
に　
　

２

著
者
の
思
い　
　

４

本
書
の
使
い
方　
　

７

１
．
人
生
の
優
先
順
位
の
一
番
に
時
間
を
使
う　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

14

２
．
孤
独
が
寂
し
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

16

３
．
失
敗
し
た
り
、
し
く
じ
っ
た
ら
「
気
に
し
な
い
」
と
７
回
唱
え
て
み
る
。　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

18

４
．
張
り
き
り
す
ぎ
て
す
ぐ
終
わ
る
よ
り
、
普
通
の
テ
ン
シ
ョ
ン
の
ほ
う
が
い
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

20

５
．
小
さ
な
雑
務
を
や
る
こ
と
で
波
動
を
上
げ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

22

６
．「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を
言
え
な
い
人
に
、
出
さ
な
く
て
も
い
い
か
ら
手
紙
を
書
く　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

26

７
．
人
生
を
劇
的
に
変
え
た
い
と
き
は
、
思
考
を
劇
的
に
変
え
な
い
と
厳
し
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

28



８
．
バ
タ
バ
タ
と
忙
し
い
の
は
本
当
に
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
で
す
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

30

９
．
嫌
い
な
人
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
る
と
き
は
、
開
運
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

32

10
．
相
手
に
正
直
に
接
し
た
と
き
、
そ
の
人
の
本
質
が
見
え
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

34

11
．
早
く
白
黒
つ
け
た
い
と
き
は
、
今
の
あ
な
た
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
げ
て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い　

――
―
―
―
―
　

38

12
．
陰か
げ
ぐ
ち口
を
言
い
な
が
ら
も
離
れ
な
い
人
間
関
係
…
…

　
　

そ
れ
は
ど
こ
か
で
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
か
ら
手
を
離
し
て
い
な
い
の
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

40

13
．
他
者
の
評
価
で
動
く
自
分
を
、
自
分
の
評
価
に
戻
し
直
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

42

14
．
現
状
維
持
は
傷
つ
か
な
く
て
す
む
け
れ
ど
、
動
か
な
け
れ
ば
輝
か
し
い
未
来
は
な
い
…
…　

――
―
―
―
―
―
―
　

44

15
．
お
金
の
た
め
に
魂
を
売
っ
て
い
な
い
で
す
か
？　

こ
れ
は
の
ち
の
ち
自
分
に
高
く
つ
き
ま
す
よ　

――
―
―
―
―
　

46

16
．
変
わ
り
の
な
い
日
常
に
小
さ
な
変
化
を
３
つ
、
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
み
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

50

17
．
怒
り
が
あ
る
う
ち
は
本
当
の
自
分
の
気
持
ち
に
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い

　
　

怒
り
を
出
し
き
っ
て
か
ら
、
初
め
て
気
づ
く
自
分
の
感
情
…
…　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

52

18
．
本
当
の
意
味
で
自
分
の
た
め
に
丁
寧
に
生
き
て
い
ま
す
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

54

19
．「
人
の
た
め
」
と
言
い
な
が
ら
、
お
せ
っ
か
い
に
手
を
出
し
、

　
　

相
手
の
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
て
い
な
い
で
す
か
？　

自
分
に
集
中
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

56



20
．「
ど
う
し
て
も
あ
の
人
に
負
け
た
く
な
い
」
と
思
う
と
き
、

　
　

深
い
レ
ベ
ル
で
は
「
自
分
は
負
け
て
い
る
」
と
認
識
し
て
い
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

58

21
．
あ
な
た
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
で
き
る
も
の
は
な
ん
で
す
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

62

22
．
自
分
の
器
以
上
に
見
栄
を
張
っ
て
も
、
結
局
こ
ぼ
れ
落
ち
る
の
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

64

23
．
振
り
返
り
が
で
き
な
い
ほ
ど
忙
し
い
と
き
、
思
考
は
汚
れ
た
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す　

――
―
―
―
―
―
　

66

24
．
持
ち
物
が
減
る
と
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
に
新
し
い
考
え
が
生
ま
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

68

25
．
物
事
に
は
必
ず
裏
と
表
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
表
だ
け
見
る
癖
を
や
め
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

70

26
．「
必
死
」
に
な
っ
て
い
る
時
点
で
不
安
が
あ
る
…
…　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

74

27
．
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
足
元
を
見
直
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

76

28
．
イ
ベ
ン
ト
を
「
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
向
き
合
う
か
、

　
　
「
楽
し
み
」
と
向
き
合
う
か
で
人
生
が
変
わ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

78

29
．
人
に
伝
え
る
と
き
は
、
シ
ン
プ
ル
に
「
自
分
が
ど
う
思
う
か
」
を
素
直
に
言
う
。

　
　

そ
こ
か
ら
新
し
い
自
分
が
始
ま
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

80

30
．
人
間
関
係
が
長
続
き
し
な
い
と
き
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

82

31
．
苦
手
な
連
絡
を
後
回
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？



　
　

気
に
な
る
こ
と
は
思
い
き
っ
て
や
っ
て
し
ま
う
と
運
が
向
き
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

86

32
．
自
分
の
小
さ
な
悪
習
慣
を
今
す
ぐ
一
つ
だ
け
変
え
て
み
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

88

33
．
人
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　
　

で
も
、
自
分
の
態
度
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
…
…
自
分
が
変
わ
る
の
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

90

34
．「
納
得
で
き
な
い
け
れ
ど
、
今
す
ぐ
手
放
せ
な
い
」
と
い
う
と
き
は
、

　
　

距
離
を
置
い
て
関
わ
る
時
間
を
減
ら
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

92

35
．
自
分
が
身
を
置
い
て
い
る
場
所
で
人
生
は
決
ま
る
。
そ
こ
は
未
来
が
見
え
そ
う
な
場
所
で
す
か
？　

――
―
―
―
　

94

36
．
開
運
し
た
い
と
き
は
、
手
を
広
げ
る
よ
り
近
い
人
間
関
係
の
見
直
し
が
断
然
早
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

98

37
．
未
来
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、「
今
、
目
に
映
っ
て
い
る
も
の
」
に
集
中
し
よ
う　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

100

38
．
行
き
詰
ま
っ
た
と
き
は
、
人
生
を
や
や
こ
し
く
し
た
問
題
を
１
ミ
リ
で
も
動
か
す
。

　
　

そ
れ
が
開
運
の
鍵
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

102

39
．
残
さ
れ
た
時
間
を
ど
う
生
き
る
か
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
、

　
　

人
の
顔
色
を
う
か
が
っ
て
い
る
時
間
な
ん
て
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

104

40
．
勇
気
を
出
し
て
新
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
と
き
に
、

　
　
「
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
」
と
ざ
わ
ざ
わ
す
る
の
は
当
た
り
前　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

106



41
．
気
を
遣
う
人
と
接
す
る
と
き
に
、

　
　
「
等
身
大
の
自
分
で
あ
り
の
ま
ま
接
し
て
い
く
」
と
決
め
る
と
波
動
が
上
が
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

110

42
．
心
も
身
体
も
柔
軟
性
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
未
来
が
開
け
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

112

43
．
口
で
宣
言
し
て
い
る
こ
と
と
実
際
の
現
状
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
に
集
中
す
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

114

44
．
今
、
曖
昧
に
し
て
い
る
こ
と
を
一
つ
で
も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

116

45
．
コ
ミ
ッ
ト
し
た
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

118

46
．
自
分
の
常
識
を
も
っ
と
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
進
化
さ
せ
る
と
い
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

122

47
．
し
が
ら
み
が
な
け
れ
ば
何
を
１
番
に
や
り
た
い
で
す
か
？　

考
え
て
く
だ
さ
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

124

48
．
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
…
…
服
の
３
枚
で
も
手
放
し
て
み
る

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
え
な
い
と
始
ま
ら
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

126

49
．
本
当
に
欲
し
い
も
の
が
手
に
入
ら
な
い
…
…　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

128

50
．
人
生
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
と
き
の
た
め
に
…
…
受
け
取
れ
る
自
分
に
な
っ
て
お
く　

――
―
―
―
―
―
―
　

130

あ
と
が
き　
　

132


